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０９人事委員会勧告

編 集 責 任
教 宣 部 長
坂本 浩明

１０月８日 特別区人事委員会勧告後の区長要請

わ
が
組
合
は
組
合
員
の
切
実

な
要
求
を
勧
告
に
反
映
す
べ

く
、
３
月
２６
日
、
特
別
区
人
事

委
員
会
へ
職
場
実
態
や
生
活
実

態
を
踏
ま
え
、
１５
項
目
に
わ
た

っ
て
要
請
し
た
。
こ
の
要
請
に

対
し
、
７
月
３１
日
に
特
別
区
人

事
委
員
会
か
ら
の
回
答
が
示
さ

れ
た
が
、「
意
見
を
聴
く
機
会

を
設
け
て
い
き
た
い
。
」
と
は

し
た
が
、
具
体
的
な
要
請
項
目

に
つ
い
て
は
納
得
で
き
る
回
答

を
示
さ
ず
、
改
め
て
、
第
三
者

機
関
と
し
て
の
特
別
区
人
事
委

員
会
が
国
や
他
団
体
の
動
向
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
特
別
区

の
実
態
を
十
分
踏
ま
え
、
毅
然

と
対
応
し
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
強
く
求
め
た
。

一
方
、
区
長
会
に
対
し
て
は
、

３
月
１１
日
、
第
１
回
団
体
交
渉

を

行

い
、『
平

成
２１
年

度

現

業
（
業
務
）
系
人
事
・
任
用
、

賃
金
制
度

改
善
要
求
書
』
を

提
出
し
、
任
用
制
度
及
び
賃
金

制
度
の
改
善
を
強
く
求
め
た
。

０９
賃
金
確
定
に
向
け
た
闘
い
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
５
月
１１
日
、

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
本
年

の
民
間
企
業
に
お
け
る
夏
季
一

時
金
の
決
定
状
況
と
国
や
他
団

体
等
の
均
衡
を
図
る
観
点
か

ら
、
特
別
区
職
員
に
お
い
て
も

特
例
的
な
措
置
が
必
要
と
判
断

し
、
特
別
区
人
事
委
員
会
独
自

の
調
査
も
行
わ
ず
、
人
事
院
勧

告
を
流
用
し
、「
２
０
０
９
年
度

夏
季
一
時
金
を
０
・
２
月
減
額

し
１
・
９
月
、
再
任
用
職
員
は

０
・
１
月
減
額
し
、
０
・
９
７
５

月
」
と
の
内
容
の
減
額
勧
告
を

行
っ
た
。

わ
が
組
合
は
、
事
前
に
特
別

区
人
事
委
員
会
独
自
の
臨
時
調

査
の
有
無
や
精
確
性
・
信
頼
性

に
つ
い
て
緊
急
に
申
入
れ
を
行

っ
た
。
し
か
し
、
独
自
の
調
査

は
実
施
さ
れ
ず
、
人
事
院
勧
告

を
そ
の
ま
ま
流
用
し
勧
告
を
行

っ
た
。

一
方
、
勧
告
を
受
け
た
区
長

会
は
、
５
月
１８
日
不
当
に
も
「
平

成
２１
年
６
月
に
支
給
す
る
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
係
る
特

例
処
置
」
を
勧
告
ど
お
り
強
行

提
案
し
た
。

わ
が
組
合
は
、
景
気
後
退
に

よ
る
企
業
利
益
の
悪
化
に
よ
り

民
間
企
業
従
業
員
の
賃
金
が
減

少
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
諸
般
の

事
情
等
を
考
慮
し
、
民
間
企
業

従
業
員
の
賃
金
が
改
善
さ
れ
た

場
合
は
即
座
に
我
々
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
と
同
時
に
、
賃
金
確

定
期
に
向
け
て
区
長
会
と
し
て

必
要
な
対
応
を
特
別
区
人
事
委

員
会
に
対
し
て
行
う
こ
と
を
強

く
求
め
、
き
わ
め
て
不
本
意
で

あ
っ
た
が
妥
結
し
た
。

特
別
区
人
事
委
員
会
は
１０
月

８
日
、
２
０
０
９
年
度
賃
金
等

に
関
わ
る
勧
告
を
行
っ
た
。
そ

の
概
要
は
（
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

①

公

民

較

差
（
△
１
、

６
０
５
円
、
△
０
・
３８
％
）

を
解
消
す
る
た
め
、
給
料

表
の
引
下
げ
改
定
、
期
末

手
当
・
勤
勉
手
当
を
現
行

４
・
５
月
か
ら
４
・
１５
月

に
引
下
げ
（
△
０
・
３５
月

分
）

②

地
域
手
当
の
支
給
割
合

を
、
現
行
の
１６
％
か
ら
１７

％
に
引
上
げ
、
給
料
月
額

を
引
き
上
げ
分
と
同
率
程

度
引
き
下
げ
。

③

給
与
カ
ー
ブ
の
フ
ラ
ッ

ト
化
に
よ
り
、
若
年
層
の

引
下
げ
を
緩
和
し
、
中
高

齢
層
職
員
と
の
世
代
配
分

の
是
正
を
図
る
。
以
上
が

勧
告
の
概
要
で
あ
る
。

わ
が
組
合
は
、
特
別
区
人
事

委
員
会
が
首
都
圏
で
生
活
す
る

特
別
区
職
員
の
厳
し
い
生
活
実

態
を
考
慮
し
た
切
実
か
つ
正
当

な
要
請
に
応
え
て
い
な
い
ば
か

り
か
、
国
等
の
勧
告
に
追
随
し

た
内
容
で
あ
り
、
特
別
区
人
事

委
員
会
が
中
立
・
公
平
な
第
三

者
機
関
と
し
て
の
自
立
性
・
主

体
性
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
賃
金
確
定
闘
争
は
給
与

・
一
時
金
だ
け
で
な
く
人
事
・

任
用
に
関
わ
る
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
闘
い
で
あ
る
。
勧
告
後

わ
が
組
合
は
、
直
ち
に
区
長
会

に
対
し
要
請
を
行
っ
た
。（
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

０９
賃
金
確
定
闘
争
に
向
け
た

要
求
課
題
、
闘
争
方
針
、
様
々

な
取
組
み
等
は
１６
日
に
予
定
し

て
い
る
。
第
１
回
中
央
委
員
会

で
確
認
し
、
２０
日
に
今
次
賃
金

確
定
闘
争
に
向
け
た
具
体
的
な

要
求
を
突
き
つ
け
る
団
体
交
渉

を
予
定
し
て
い
る
。

組
合
員
一
人
一
人
の
力
を
結

集
し
、
０９
確
定
闘
争
勝
利
ま
で

全
力
で
闘
お
う

特
別
区
人
事
委
員
会
は
１０
月
８
日
、
特
別
区
区

長
会
と
議
長
会
に
対
し
て
、
月
例
給
・
一
時
金
と

を
勧
告
し
た
。
職
員
給
与
が
民
間
給
与
を
上
回
っ

て
い
る
と
し
て
、
公
民
較
差
は
１
６
０
５
円
（
０

・
３８
％
）
あ
り
、
解
消
す
る
た
め
に
月
例
給
の
引

下
げ
、
期
末
、
勤
勉
手
当
に
は
つ
い
て
は
同
様
に

民
間
支
給
状
況
、人
事
院
勧
告
の
動
向
を
勘
案
し
、

年
間
で
０
・
３５
ヶ
月
削
減
（
現
行
４
・
５
月
分
を

４
・
１５
月
分
）
と
い
う
勧
告
で
あ
っ
た
。
ま
た
地

域
手
当
の
支
給
割
合
に
つ
い
て
は
現
行
の
１６
％
か

ら
１７
％
に
引
き
上
げ
、引
き
上
げ
分
と
同
率
程
度
、

給
料
月
額
を
引
き
下
げ
る
と
し
て
い
る
。

国
、
民
間
賃
金
の
状
況
を
踏
ま
え
、
若
年
層
の

給
与
水
準
に
つ
い
て
引
き
下
げ
を
緩
和
し
、
中
高

年
層
の
世
代
配
分
を
是
正
す
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
給
与
カ
ー
ブ
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を
進
め
て
い
る
。

昨
年
に
引
続
き
、地
方
公
務
員
の
労
働
条
件（
給

与
）
を
巡
り
、
総
務
省
が
依
然
厳
し
い
姿
勢
を
崩

さ
な
い
な
か
、
わ
が
組
合
は
不
当
な
一
時
金
削
減

攻
撃
を
撥
ね
返
し
、
技
能
系
任
用
制
度
の
改
善
要

求
実
現
に
向
け
、
賃
金
確
定
交
渉
を
全
力
で
取
り

込
む
。

０９
年
人
勧
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